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-　論文要旨　　　　　　　　　　関　恵実本論文は､夏目淑石の　『吾輩は猫である』､『虞美人草』､
『明暗』　を基に､続編として発表された6作品を研究対象としている｡続編の作品を選択するにあたって注意したのは､基本的に物語内容や､語-手､時代設定などが大幅に変化しない､滑稽味だけを表現したパロディでは い　(続編)として研究する意味のある作品である､という点である｡
｢第一草　序論｣　においては､第一に日本におけるパロ
ディの研究の歴史を取り上げる｡韻文のパロディとして本歌取りが挙げられるが､それは古典から現代においてま｢喜劇性｣　や｢批判性｣としての感覚 な認識 留まって
65　いる｡また'散文の領域においても､｢もじり文学｣とし
て､逐語的パロディが取り上げられることが多-､その範噂から外れる長編のパロディは　｢翻案｣という分野に入れられパロディという概念には含まれないようである｡対して､西洋においては､ポスト･モダンを通して'パロディ'パスティーシユの概念が大きく変わった｡以前はマーガレット･ローズが｢パロディの定義｣　でまとめているように､日本と同様｢滑稽味｣という観点が強くジャンルの枠を作っていた｡しかし､｢ポストモダニズムと消費社会｣　において､パロディにおける原典の　(聖) ､パロディ作品の(浴)という概念が崩れ､『パランプセスト　第二次の文学』によって､｢滑稽｣　｢風刺｣という印象に頼らないパロディの分類が確立したことで､リンダ･ハッチオン　『パロディの理論』　のように　｢批評的距離｣　によるパロディの分析が行われるなど ､発展を遂げた｡
このような西洋の流れの中で､日本においても真面目な
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パロディを再考する時期が来ているのではないかと私は考えた｡そして'実際にある作品として､明治期に偽作として闇に葬られた感のある　(続編)　というジャンルがそれに当たり､その流 は明治期以降にも点々と表に表れているように思う｡その流れが花開いたのが､1990年代に入っての水村美苗　『続明暗』　や奥泉光『｢吾輩は猫である｣殺人事件』　であ こ 両者を加えて､最もパロディの多いであろう夏目淑石の作品を基にした続編を集めて､真面目なパロディにおける原典との関係性を研究しようと思い､私は本論文を書いた｡
また､続編が作られるというのは､パロディを書-作家
において何かしら原典 不満や未練があるということで-'原典の終わり方が続編を書くことを可能 しているということである｡そこ ' の終結から､続編 始まりの流れや､続編における終結の方法を研究する とで､続編を書いた作家がどのように物語を収束させようとしているか分析できると考え､物語の終結方法においても併せて研究することとした｡
第二章においては､『吾輩は猫である』　の続編三作を扱
う｡以後'原典とな 作品を一次テクスト､続編となる作品を二次テクストとし､二次テクストはそれぞれの節によって異なることとする｡
一節においては'三四郎　『それからの淑石の猫』　を取り
上げる｡三四郎というペンネームをもつこの作家は大正9年から13年にかけて､『それからの淑石の猫』　『坊ちゃんのその後』　『虞美人草後篇』　という三作 夏目淑石の続編を書いている｡この作者にお ては'ペンネームと出版年を元にした活躍期間しか明らかに出来なかったのだが､本論文において二作を取り上げていることもあり､重要な人物である｡
『それからの淑石の猫』　は､『吾輩は猫である』　の猫がビ
ールを飲む場面から始まるのだが､そこに見られる無常観は消される｡物語の始ま-に相応しくビールを飲み嚢 落ちた猫が'強く｢生きたい｣と願 ､嚢から這い上がってい-というように'物語の始まりの生命感に満ちた始まりである｡しかし､その後苦沙弥の家を追い出され 株屋や金貸し'作家に飼われること 庶民 生活を描写する とになる｡苦沙弥の家から出ること ､一次テクスト 文体から離れ､金貸しに飼われ　｢玉｣ 名づけられることで無名性という特殊性を失い､作家に飼われることで苦沙弥の家の生活との対比が描かれ'徐々 一次テクスー 離れていく方法が取ら る｡結末 おいては､l トが自ら死へ向い'その死の間際さえも自己の言葉で り尽すのに対して､二次テクスーでは､道端で女に揃わ どこへ行くのかも分らず､語ることが出来なくな- 語り手とし
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ての自立性も奪われてしまうのである｡
二節は､内田百聞　『贋作吾輩は猫である』　である｡この
作品は'猫が嚢から這い出した後から始ま ため､一次テクストと重なる部分は殆どない｡その為に､一次テクストから続けて読む読者にとっても､スムーズな流れをもつことになる｡窯から出た猫は､百聞がモデルと思われる五沙弥の家に｢アビシニア｣と名づけられて飼われる｡物語当初から猫の無名性はなくなる｡そして､一次テクストにおいて､外出時 苦沙弥の行動や'心情の語りの不自然さを､竹盛天雄氏に｢『猫』　 眼の活性化｣ し 指摘さ ている部分も'ソクラテスによる耳の後ろで曝-悪魔であるダイモニオンから｢ネコニオン｣と づ た方法により､理由付けている点において､一次テクストから 発展性が見れる｡
二次テクストが決定的に一次テクストと異なる部分は､
その登場人物が老 ている点である｡猫は身体的に 一次テクス-と連続しているはずなのに､思考や外面はか り年を取っている設定であり､五沙弥を初めとする新たな登場人物もみな､一次テクストよ も老いて る｡こ 老いや成熟した人物たちが二次テクストの印象を大き-変えているように思う｡そして､『贋作吾輩は猫である』　 は､百聞の　『贋作吾輩は猫であ 　続編』という続編があるのだが､両者とも終結感のない終わり方をしており､『贋作
吾輩は猫である　続編』　においては､猫が語り手である意味がなくなり､終えることとしたのではないかとも想像できるほど､一次テクストと異なる世界観になっている｡
三節は､奥泉光『｢吾輩は猫である｣殺人事件』　である｡
この作品は､猫が眼を覚ますと上海へ向う船､という場面で始まるため､一次テクストと重な 部分は冒頭はない｡二次テクスーでは､①苦沙弥殺害の犯人を推理する､②アヘン密輸団の謎を暴-､③名無し猫のルーツ 探る､という問題によって物語 進行するのだが､①においては名無し猫　(吾輩)　と上海のパブリッ ､ガーデン 集まる世界各国の とを団結させる契機 あり､②にその猫たちの団結力を実際に投入させることで物語を進める軸なり､結果として③の謎が解明 れ という流れになっている｡よって'淑石を殺害 た犯人は二次テクスト中で分らないのだが､そこにはこの物語の円環的構成 関与している｡最終章は､苦沙弥が された日 タイムスリップするのだが'苦沙弥が殺害された当夜に､猫が読んだ夏目送籍の　｢吾輩は猫である｣が猫の記憶 全てである 物語から判断でき ので､そこから二次テクスーの冒頭へ戻ると､同じ終結にしか繋がらず､物語は永遠にループする形となるのである｡
この最終章からも分るように'実際の二次テクストの終
結は､猫のルーツが判明する最終章の一つ前の章となるの
68
である｡しかし'それでは③の謎は解明しても､物語上終えることが出来ないので'補足的に最終章がつけられたのである｡以上､続編である三作品を見てみると､一次テクストの猫の死の実況に対して､かなり終結感が薄いものとなっている｡一次テクスーが､厘編から長編へとなり､明確な終結感を持たなければ終われな ったのに対して'二次テクストには永遠に続いて欲 いと う､二次テクストの作者の願いがそ 終結に反映されてい ように思われる｡
第三章は　『虞美人草』　の続編についてである｡『虞美人
草』　を一次テクスーとし､『虞美人草後篇』　を二次テクストとする｡
三四郎　『虞美人草後篇』　は､『虞美人草』　の十章の後か
ら始まり､虞美人草の十一章に繋がるので'『虞美人草』の中に挿入される構成をとる｡こ ような構成は､二次テクストの物語の発展性を妨げるため困難なのだが'款石の続編を三作も書いている三四郎だから そ出来た構成だと考えられる｡二次テクスーは'一次テクストで小野に振られた藤尾が復習のために新婚の小野 誘惑し､ の友人である佐藤との結婚 報告によって､小野を狂人へと変貌させ再起不能にするが､それを見た佐藤が藤尾 振るで､結局藤尾自身も自殺へと追い込 れてしまう､という物語である｡新しく登場した佐藤は､小野の友人の外交官
である｡その登場場面である歌留多会は'『金色夜叉』　の冒頭の歌留多会によく似ており､佐藤､藤尾､小野の関係が､富山､お宮､貫一に重ねられ､この三人における物語が｢欲｣と　｢地位｣を中心にしていることがわかる｡
結末は一次テクスーの十一章から小野の部分を除いたも
のなので､独自性は見られないが､一次テクスー同様､強い終結感が感じられる｡
第四章は　『明暗』　の続編にあたる作品についてであり､
『明暗』を一次テクスト､各節で 研究対象作品を二次テクストとする｡
一節は､田中文子『淑石｢明暗｣蛇尾の章』　である｡田
中文子は本作品と　『妖の系譜』　という二作品しか書 ていないのだが､『妖の系譜』　においても淑石の引用が多用されているため､二次テクスト 書-ことに違和感のない作家である｡『明暗』は未完であるため､多くの研究者が様々な結論を考えたが､二次テクストにお ては､津田によく似た禅僧風の男が津田の性質を更生した理想の人物像として提示され､そ と出会うことで清子を救い'温泉場津田を追いかけてきたお延は地震によって意識を失い'禅僧風の男に助けられる｡お延の看病をする中 ､津田は一心に祈ることを知り､更生 兆しを見せるところで物語りは終わる｡二次テクストの中 大きな役割をする禅僧風の
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男は'津田の更生する理想像としてあるが､これは田中が津田一人での更生を諦めているということでもある｡また､田中は､清子を一時的な視点人物 して､清子の言葉で津田から関へと心変わりをした理由を述べさせる｡これによって､晴子は一次テクストにおける不可解な謎の女ではなく､お延やお秀と同様の一女性と ての立場を得る ができ､このような方法で の本 を書-ことが出来たという点におい 私は評価できる作品であると考えて ｡
二節は､水村美苗　『続明暗』　である｡この作品は､一次
テクストの百八十八章を引用した後に､百八十九章として二次 を繋いで る｡この作品は'津田を追って温泉場に来たお延が死を覚悟して山に登るが､自然の雄大さによって生きる力を得､津田は手術の傷口から血 流しながらも､いな-なったお延を探そうとする｡結末の展開としては､大岡昇平の論との類似を水村自体も認めているのだが､大岡氏と水村 には異なる部分もあ それ 'お延の性格の元となった､お延と叔父である岡本と 係であり､大岡氏 'お延が温泉場に行った後' の叔父の岡本によってお延を苦しめた吉川夫人へ 指導がある､としている｡水村は 温泉場に行った に対して'自の娘の見合 の仲介者である吉川夫人と関わらず､家族や友人関係によって津田とお延の問題を収束させようとする｡これは､お延の愛情を形作った岡本の､お延 対する愛情
の深さが変わるということになり､二次テクストにおいてこの岡本の裏切りがお延を更なる絶望へと導-こと なる｡また､構成としての東京と温泉場の同時刻を併記する描写方法がお延と津田の精神的あり方の違いを表し､津田を挟んでお延と清子の類似性が強調されるなど､清子の印象は一次テクストそのままに､お延を津田と並ぶ主人公として形作っている｡
第五章は､結論として､序論における研究の意図を各作
品においてどのように検証したかを､主に構成の面において再考し､また､序論において表記した'終結 分類に各作品の終結を当てはめ'それぞれの特徴を明確にした｡
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本論文は'夏日淑石作品の続編に当たる創作が多いこと
に注目し､『吾輩は猫である』　の続編三編'『虞美人草』　の続編一編､『明暗』　の続編二編を取り上げて､それらがなぜ書かれたか'本編とどのようにかかわっているか､どのようなパロディ的方法を用いているか'などにつ て分析し､｢続編｣　のもつ文学的･文学史的な意味 明らかにしようとしたものである｡
全体の構成は､凡例･目次･序 　(第一章)･本論　(第
二二二･四章)･結論　(第五章)　という明確な形式を取っており'各章ご に詳細な注釈が付されている｡全体の分量は､四百字詰め原稿用紙に換算すると､約四七〇枚に当たる｡
まず序論では､パロディの定義と､日本文学におけるパ
ロディの概念について分析し､さらに日本 近現代文学作品における結末の未完性について論じている｡
本論の第二章　『吾輩は猫である』　では､三つの　｢続編｣
について検討している｡すなわち､三四郎　『それからの淑石の猫』､内田百聞　『贋作吾輩は猫である』､奥泉光『｢吾輩は猫である｣殺人事件』　の三作品である｡これら｢続編｣を二次テクストとLt一次テクスト　(本編)　との整合性や展開の特徴､またパロディやパスティーシユなどの方法､作品の意義などについて分析している｡
第三章　『虞美人草』　では､三四郎　『虞美人草後編』　を取
り上げ'これが淑石の　『虞美人草』　の途中に挿入される異質な作品であることを述べ'淑石作品では必ずしも充分説明が行われていないために､読者の想像に委ねられていたヒロイン藤尾の自殺の原因 ､別の新しいストーリーを挿入することで明確にしたと分析している｡
第四章｢明暗｣　では､二つの　｢続編｣　について検討して
いる｡すなわち'田中文子『夏目淑石｢明暗｣蛇尾 章』と､水村美笛　『続明暗』　である｡これらと淑 の一次テクストの比較や､両続編の共通部分や相違部分につ て分析している｡
第五章｢結論｣　では､一次テクストと二次テクストの接
続にかかわる問題や､続編の意義について論じて､全体のまとめとしている｡
注記はきわめて詳細で厳密 あり､同時代評や先行文献
についてもほほ完全に網羅している｡
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以下に本論文の各章の内容と評価について述べる｡第一章｢序論｣　では､パロディとは何かについて検討し
ている｡特に日本文学におけるさまざまなパロディの概念をあげてそれらを分析し､さらに日本の近現代文学作品に見られる結末の特殊性についてふれて'｢続編｣が書かれる必然性を論じている｡
一｢パロディの定義｣　では'まず日本文学の伝統的な手
法であ 　｢もじり｣｢本歌取り｣　｢もどき｣｢翻案｣｢偽書｣などについて考察している｡さらに韻文の領域､散文の領域､ボスーモダンの三種類に分けて詳しく分析し､日本ではパロディの概念は確立していな が'ジュネツト いう｢真面目なパロディ｣と言えるものに｢偽書｣があ-'｢続編｣は　｢偽書｣　に近いとしてい ｡
二　｢近現代の続編と作品結末の未完性｣　では､日本の近
現代文学の　｢続編｣　について述べるにあたっ ､日本文学には　｢源氏物語｣以来｢未完の完結性｣ともいえ 方法意識があり'つねに 続編｣が書かれる余地があったと 析する｡さらに結末の種類を､いくつ 論文を援用して分類している｡
以上の第一章は､本論の叙述を開始するにあたって､論
のモチーフや方法を明確にしたものであり'論点は明確である｡
本論の最初にあたる第二章　『吾輩は猫である』　では､夏
目淑石　『吾輩は猫である』　の　｢続編｣　について検討している｡すなわち､淑石没後の早い時期　(大正期)　に書かれた三四郎『それからの淑石 猫』､戦後間もない時期の内田百聞『贋作吾輩は猫である』､7九九〇年代に書かれた奥泉光『｢吾輩は猫である｣殺人事件』　の三作である｡これらの二次テクストについて詳細に述べた上 ､一次テクストと比較して､整合性や新しい展開､パロディやパス ィーシユの方法､｢続編｣としての意義などについて分析している｡
一節｢三四郎　『それからの淑石の猫』｣　では､一九二〇
年に発表された最初の　 　である同書について検討している｡
一｢作者三四郎について｣　では'｢三四郎｣と名乗る匿
名の作者の現存する四つの作品を分析して､淑石作品とのかかわりを調べている｡
二　｢あらすじ｣　では､『それからの淑石の猫』　が猫が嚢
のなかに落ちる前から始まり､その後'猫が自ら決意して野良猫になり､最後には捕獲されてしまうという'全 の梗概が述べられてい ｡
三　｢冒頭｣　では､一次テクストと二次テクストのつなが
り方が分析される｡一次テクスト終結部の猫の感じる無常観が捨象された結果､一次テクストと 異なる思考をもっ
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た猫が創造されるという展開が､この冒頭部分から予測できるとしている｡
四｢一次テクストの世界からの離別｣　では､一次テクス
トでの　｢主人｣　にかかわ ネガティブな描写を批判的に利用して､猫が家出をして自由に生きることの理由としている'と分析する｡
五　｢主題｣　では､この　｢続編｣　においては､より下層の
庶民の生活を描くことを 題としており､そのためには猫の家出が必要であった､ いうこ を述べている｡
六｢猫と金貸し｣　では'猫 いったん飼われて捨てられ
るが'二回目に飼われた家が高利貸しの家であり､そこで出会う貧しい人々 表情や､資本 動き方の観察が 作品の主題とかかわるポイントであるとして､この展開を分析･評価している｡
七｢二次テクスト内の特徴｣では'ロシア語の単語がル
ビなどのかたちで頻出する点に淑石の世界からの離脱を指摘し､また大町桂月や三宅雪嶺への噸笑には､当代 有名思想家の活動が庶民と遊離していることへ 批判があるとする｡
八｢結末について｣　では､猫が捕獲されて袋に入れられ
てしまうという点に 一次テクスーに通じる　｢語り手 消失｣という結末を見ている｡
二節｢内田百聞　『贋作吾輩は猫である』｣　では､一九四
六年に書かれたこの長編小説について分析している｡
一｢作家と作風｣　では､内田百聞が淑石の弟子の一人で
あり､法政大学のドイツ語 教師であったという'淑石との類縁性を述べ､またブラック･ユーモア 満ちた作風を追っている｡
二　｢あらすじと構成｣　では'同書の一章から十二章まで
のあらすじが述べられ､二次テクストとしての独自性が出てくるのは八草あたりからだと分析している｡
三　｢登場人物｣　では､人物たちの命名が戯画的であるこ
とを述べ'猫の主人に｢五沙弥｣と命名した点には'一次テクストの主人｢苦沙弥｣との連続性を見ている｡しか ､登場人物たちの連帯感が弱い点には､一次テクストとの違いがあるとする｡
四｢猫たち｣　では､場所が屋敷町であるため､猫たちの
飼い主がいずれも上流人士であり､猫たちも血統がよ-教養があると うことが指摘される｡
五｢身体の連続性と意識の不連続性｣　では､一次テクス
トで猫が嚢の中で溺れてから'二次テクストで拾われるまでに約四十年の時間経過 り､猫の身体は連続して るが､時代や環境が激変して る いう'矛盾した設定の解読が行われている｡
六｢語りの方法の進化｣　では､一次テクストにおいて､
猫の視野の外にあって見えないはずの事象が叙述され い
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るのに対して､二次テクストでは猫が｢デモニオン｣という名の超能力的観察者に変化するという方法を採ることで､｢語り｣における矛盾を解消できたと論じている｡
七｢一次と二次の年齢層の違いによる世界観の違い｣　で
は'二次テクスト 作者と登場人物たちが高齢化していることで､作品に死の影が顕著に表われている している｡
八　｢終結｣　では､内田百聞がのちにこの　『贋作吾輩は猫
である』　の続編をさら 執筆したことにふれて'一人称の語り は　｢語り手の死｣を語れないという問題を分析している｡
三節｢奥泉光『｢吾輩は猫 ある｣殺人事件』　では､現代
作家奥泉光の一九九六年 小説について分析 ている｡
1　｢作者と作品｣　では､奥泉光の作風 ､この作品が新
潮社創立百年記念の　｢純文学書き下ろし作品｣として刊行されたことから'パロディが｢純文学｣として評価さ るという現代文学の状況についてもふれている｡
二　｢あらすじ｣ では､何者かに連れ去られて上海に送ら
れた猫が'拾っ 新聞で苦沙弥が殺された を知り'その謎を解-というミステリー仕立てのストーリーの中に､『吾輩は猫である』　だけでなく　『夢十夜』　や 『三四郎』　など多-の淑石作品のパロディやパスティーシユ､またsFやミステリーのパロディなど'さまざまな要素がコラージュされていることを指摘して る｡
三　｢構成｣　では､この作品において､苦沙弥殺害の犯人
推理､アへン密輸団の謎､猫が上海に送られた経緯'という三つの推理が絡み合って進行し､一次テクストの詳細な分析によって解決が行われ い-が､この二次テクスト自体に新しい謎が生じ､その解決は別の三次テクストの出現を待たなければならないというように､物語が永続していくことが予想さ るとして る｡
四｢登場人物と設定｣　では､一次テクストの猫たちが近
所のありふれた猫だったのに対して､二次テクスト 猫たちは上海に集まる列強各国の人物たちに飼われている国際的な集団であるとして､作品に世界情勢が措かれること必然性を見ている｡また猫 ちに対立する存在として犬たちを登場させた点にも､一次テクスー 猫たちとは異なる危険な存在状況を付与しているとしている｡
五　｢物語について｣　では､二次テクストによって一次テ
クストの読み方を変えるという､奥泉光自身の発言 着日して､結局これは一次テクストに対する二 トであるというよりは､一次テクスト ｢還元｣ 別の物語としている｡
六　｢結末について｣ では､この物語が終結によってまた
冒頭に戻ると う円環構造をもっているこ を述べ 終結感の薄い結末であると評価している｡
七　｢『吾輩は猫である』　続編三作の終結｣　 'この章
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で論じた三種類の　｢続編｣　がいずれも終結感の薄い結末をもっていることにふれ､この理由を､二次テクスト作者たちが一次テクストの永続性を希求して るからだと結論づけている｡
以上の第二章においては､夏目淑石　『吾輩は猫である』
の三つの　｢続編｣を詳細に分析し､こ らの二次テクストを一次テクストと比較した上で､両テクスト 整合性や､新しい主題の提示や､パロディの方法について論じ'｢続編｣というジャンル 意義を追及し ｡さらの　｢続編｣が､さらに新しい　｢続編｣を要求するという発見について述べている｡斬新で かつ説得力のある論になっている｡
第三章『虞美人草』　では'三四郎『虞美人草後編』　が､
淑石の　『虞美人草』　の途中に挿入される特異な｢続編｣　であり､作者がこれを書いた理由が､淑石作品そのものに含まれる問題点に起因するとしている｡すなわち'淑石の『虞美人草』　で理由 必ずしも明確でなかった甲野藤尾 自殺の原因を解明するために'別の新しいストーリーを挿入したのだとしてい ｡
一｢作品について｣　では､この作品の発表形態と､作者
自身が述べた作品の意図についてふれ ｡
二　｢『虞美人草』　あらすじ｣　では､淑石の　『虞美人草』
全十九章のうち'『虞美人草後編』　に接続する十八章までの梗概を述べている｡
三　｢『虞美人草後編』　あらすじ｣　では､十九章から二十
八草までの　『後編』　の梗概を記している｡小野が小夜子と結婚した後､藤尾は小野を誘惑し､離婚させ しかし藤尾は､その後佐藤という男と親しくなって小野を捨てる｡小野は発狂 ､そ 狂っている現場を佐藤が目撃し､藤尾から去っていく｡この後 二十九章は､淑石の『虞美人草』十九章をそのまま使って､読者に藤尾 自殺を納得させるという流れにしているとする｡
四｢構成｣　では､両テクストの場面構成を比較して'二
次テクストが一次テクストとの連続性を保 ることを述べている｡
五　｢登場人物｣　では､淑石作品に存在しなかった 男子
の外交官佐藤を登場させた理由や､佐藤 性格や行動について分析し､ めぐる新しい物語 派生について論じている｡
六｢女性観､結婚観について が藤尾をネガ
ティブなヒロインとして設定したのに対して､二次テクストでは､糸子や小夜子と藤尾を､女性として対等だと読者に認識させているとして､女性観や結婚観の変更 論じいる｡
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七　｢『金色夜叉』　との関係｣　では､佐藤が藤尾と出会う
のが､『金色夜叉』　と同じカルタ会の席であることにふれ､さらに両作品の物語要素が､財産､野心､裏切り､復讐などで類似していることを述べ､淑石と尾崎紅葉を比較した先行文献を､この　｢続編｣　の分析結果から評価･支持 ている｡
八　｢結末について｣　では､二次テクストを一次テクスト
の内部に位置させることで テクストの融和を図りながら､一方では新しい登場人物を作り､また　『金色夜叉』　的な要素をも盛り込むことで､l次テクストに完全には埋没させない配慮をしている'という点に注目 ｡
以上の第三章においては､淑石作品では充分な説明が行
われていないために､読者の解釈がさまざまに分かれたヒロインの自殺の原因を明確 するため ｢続編｣が書たことを立証し､別 ストーリーを挿入するという｢続編｣のもう一つの方法とその意義 検証 て る｡新しい立論であり､論旨も明快である｡
第四章｢明暗｣　では､一九九〇年代初頭という同時期に
出現した二つの　『明暗』　の　｢続編｣　について論じ ｡すなわち､歌人･エッセイストの田中文子　『夏目淑石｢明暗｣蛇尾の章』　と､近代文学研究者の水村美苗『続 暗』である｡これらと7次テクストの比較･検討や 両作品
比較しての共通部分や相違部分の分析について述べている｡
一節｢田中文子『夏目淑石｢明暗｣蛇尾の車』｣　では､
この　｢続編｣が書かれた理由や'その内容について分析している｡
一｢作者について｣　では､あまり有名ではないこの作者
の経歴や作品を調査して､創作にあたる著書がもう一冊あることを明らかにし､その著書『妖の系譜』も 淑石作品と関係が深いことを述べている｡
二　｢田中文子の文体を知るための　『明暗』　のあらすじ｣
では､田中文子 書 た淑石 『明暗』　のあらすじを引用して､田中文子の　『明暗』　理解を分析している｡そして田中文子が､登場人物たちの複雑な人間関係よりも､むしろ人物たちの個性･人格を重視していること 指摘 ｡
三　｢『蛇尾の章』　のあらすじ｣　では'『明暗』　において中
断されてい 津田と清子の再会と'お延の ｢教育｣が語られていく｡
『明暗』　では､津田は最愛の女性清子が別の男と結婚し
た後､失意の中でお延と結婚するが､お延は夫に愛されていないことを感じてやたらに金を使わせたり､夫 妹お秀より優位に立とうとふるまった-する｡それを､仲人 吉川夫人は見かねて､津田と清子を温泉地 再会させて感情の決着を付けさせる ともに､その留守のあいだにお延たしなめようと画策したのである｡
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この　『蛇尾の章』　では'津田は清子から今は幸せだと聞
かされて失望したあと､ひと-暮らしの禅僧ふうの男に出会い'その体験談を聞いて心を開かれる｡お秀から吉川夫人の策略を聞いたお延は､ひとりで温泉地に来るが､川転落して禅僧ふうの男に助けられる｡津田はお延 許しを乞い'必死にその回復を祈る｡となっ いて､要する 津田の改心が語られることになる｡
四｢構成における類似｣　では､二次テクストが'一次テ
クスーの場所の設定や人物の動き 踏襲して る 分析している｡
五　｢一次テクストの謎を解-ことを主題とした物語｣　で
は､『明暗』　において明確には提示 いなかった問題を解決することが'こ 二次テクストの大きなモチーフだったとされる｡すなわち､清子の具体的な人間像'津田から去った清子の内面'津田がお延を選んだ真 理由'津由とお延の将来､といった問題である｡
六｢排除された人々｣　では､『明暗』　 主要人物のうち'
二次テクストにおいてほとんど登場しない'吉川夫人と､津田の友人小林 つ 'こ 二人が排除された理由を'二次テクストのもつ改心と救済というテーマと 関係から論じている｡
七｢淑石作品の影響｣　では'この二次テクストに投影さ
れている淑石作品が､『門』　『草枕』　『虞美人草』　『こころ』
など多数にのぼることを､綿密に指摘･検討している｡
八　｢結末の終結感｣　では､この二次テクストにおいて､
物語が完結したとは言い難いが'一定のまとめとしての終結感をもつと評価している｡
二節｢水村美苗　『続明暗』｣　では､この二次テクストが
淑石の文体 模倣しながら'異な 世界観 もつ独立した創作であること 明らかにして､｢続編｣　のもつ意義 ついて述べてい ｡
一｢作者と作品｣　では､作者水村美苗の経歴を明らかに
し､この作品の成立事情を分析している｡
二　｢あらすじ｣　では'『続明暗』 の梗概を詳細に述べて
いる｡お延は､吉川夫人から津田 清子のことと二人 再会のことを詳しく聞かされ､会いにいくために温泉地 向かう｡津田は清子と会 '相手の気持ちが自分 向かっいないことを知り､清子にお延を紹介する｡お延は熱を出し､津田は看病す が自分も怪我をしてしまう 旅館を抜け出したお延は､自然 の一体感で心 洗われ が'お延の自殺を心配した津田はお延を探し続けている｡
三　｢構成｣　では､二次テクストが一次テクスーとの同時
性を強調していることと､ の精神的な伴侶が晴子からお延に移ることとかかわって､お延の周辺の事物が豊かな印象に描かれていくことなどについて論じている｡
四｢登場人物｣　では､一次テクストと同じ三人の主要人
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物､津田･晴子･お延のうち､二次テクストではお延の存在が強調されていることを述べている｡
五　｢一次テクストからの伏線･命題｣　では､一次テクス
トでは明確でなかった､清子が津田から去った理由と､津田とお延の関係の今後が､二次テクストでは明確にされているとする｡
六　｢『夏目淑石｢明暗｣蛇尾の章』　との共通部分･相違
部分｣　では､津田が救済されてお延のもとに戻るという大きな共通点と､津田を中心とするか､ を中心とするかという相違点があり また吉川夫人と友人小林 扱い も相違が見られるとす ｡
七　｢結末における終結感｣　では'お延に関しては強い終
結感をもつ ､津田に関して 今後が未決定 あるという感があるとする｡また､『明暗』　を 成長 物語と取れば終 している の恋愛ドラマと見れば完結していないとし､どちらの観点を読者が取るかによって'終感は異なる ている｡
以上の第四章においては､二つの　｢続編｣ について検討
しているが､特にこれまで論じられることの少なかった中文子『夏目淑石｢明暗｣蛇尾の章』　について詳細に分析したことは評価に値する｡
第五章｢結論｣は'全体のまとめである｡一次テクスト
と二次テクスーの接続の仕方や､｢続編｣というものがもつ意義について論じている｡
一｢一次と二次の接続｣　では､三四郎　『それからの淑石
の猫』　は一次テクストとスムーズに接続しており､内田百聞　『贋作吾輩は猫である』　は一次二一次テクストを統一する一体感をもっており､奥泉光『｢吾輩は猫である｣殺人事件』　は一次テクスー の ながりの感覚が薄いが､それが巧みな文体摸写によ て補われている､とする｡三四郎『虞美人草後編』　は､淑石の　『虞美人草』　 途中に挿入す という方法を採っているため､接続が 度にわたっ 行われているがいずれもスムーズであるとしている｡田中文子｢夏目淑石｢明暗｣蛇尾の章』　と水村美苗　『続明暗』　は､l次テクストが未完であるため､自由に接続が行なえたとす ｡
二　｢真面目なパロディとしての続編の意義｣　では'この
論で取-上げた六編の　｢続編｣が､ジュネット いう｢真面目なパロディ｣　であ として､そ 意義を論じて る｡
以上の第五章においては､全体のまとめが行なわれてい
る｡
本論文を全体として見ると､論者の意図は､これまでに
日本の近代文学全般における研究方法や､ある は夏日淑石研究の方法においても見逃されがちであった　｢続編｣　点検･分析を行なって､研究方法の新しい見直しを図るも
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のであると考えることができる｡そのために取り上げた六編の　｢続編｣は､その論旨の貫徹にふさわしい作品であると判断できる｡
そして'このような論者の意図は､本論文において'徹
底した文献調査による論証の赦密さや'先行文献の引用の的確さや､ 章表現の明確さや'注釈の綿密さなどによって､あざやかに実現されてい と見ることができよう｡
結論として､本論文は､学位論文として適正かつ優秀な
ものであると判断する｡
以上が､審査報告である｡
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